
足
早
に
季
節
が
駆
け
抜
け
初
夏
を
思
わ
せ
る
陽

気
に
な
っ
て
、
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

懐
か
し
い
新
潟
県
人
会
館
で
の
新
年
会
か
ら
す

で
に
半
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も

総
会
の
開
催
が
近
づ
き
ま
し
た
。
今
回
も
郷
里
よ

り
来
賓
を
お
招
き
し
第
59
回
総
会
を
左
記
の
要
領

で
開
催
い
た
し
ま
す
。

会
場
は
麹
町
の
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
す
。

皆
様
、
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

記

日
時

平
成
30
年
６
月
24
日（
日
）

午
後
一
時

（
正
午
よ
り
受
付
）

会
場東

京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

東
京
都
千
代
田
区
二
の
二

電
話０

３
・
５
２
１
０
・
４
６
０
０

会
費

八
、
０
０
０
円

お
願
い

返
信
は
６
月
14
日（
木
）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

片
貝
に
「
天
龍
寺
橘
久
一
」
と

い
う
名
刀
工
が
お
り
、
一
八
六
五

年
こ
ろ
作
刀
し
た
そ
の
一
振
り
を

国
立
在
住
の
安
達
太
一
さ
ん
が
所

有
し
て
い
る
。
そ
の
刀
剣
を
小
千

谷
市
に
寄
贈
す
る
こ
と
と
な
り
、

今
総
会
で
乾
杯
の
前
段
で
「
刀
剣

寄
贈
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
行
う
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

来
年
は
東
京
片
貝
会
創
立
60
周

年
と
な
り
、
「
感
謝
と
継
続
」
を

テ
ー
マ
に
実
行
委
員
会
（
委
員
長

芝
副
会
長
）
を
立
ち
上
げ
、
準
備

を
開
始
し
ま
し
た
。

第
60
回
総
会
は
例
年
通
り
で
行

い
ま
す
が
、
片
貝
祭
で
花
火
を
奉

納
す
る
と
と
も
に
、
片
貝
町
民
駅

伝
に
参
加
し
た
り
、
都
内
で
の
イ

ベ
ン
ト
企
画
な
ど
で
会
の
還
暦
を

祝
い
た
い
と
計
画
を
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ

き
、
一
緒
に
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

◆
鳳
友
会

渡
辺
幸
子（
25
）

私
達
鳳
友
会
は
昨
年
６
月
22
・

23
日
と
湯
沢
で
祝
傘
寿
記
念
語
ら

い
の
集
い
が
あ
り
35
名
の
出
席
の

も
と
盛
会
で
健
康
に
感
謝
し
つ
つ

楽
し
い
２
日
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

会

長

本
田
秀
幸（
37
）

副
会
長

芝

強（
38
）

副
会
長

安
達
亮
一（
42
）

会
計
監
査

佐
藤
正
志（
39
）

相
崎
俊
夫（
40
）

会
計
部
長

安
達

徹（
41
）

広
報
部
長

小
林
和
弘（
41
）

母
校
会
長

内
藤
富
美
子（
43
）

理

事

小
野
塚
和
夫（
38
）

松
井
京
子（
37
）
・
藤
塚

弘（
43
）

高
野
昭
人（
47
）
・
藤
塚
伸
雄（
48
）

徳
永
隆
浩（
52
）
・
徳
永
雅
史（
53
）

松
山
朱
美（
53
）
・
安
達
良
喜（
54
）

堀
井
ひ
と
み（
54
）
・
佐
藤
潤（
55
）

吉
田
貴
裕（
56
）
・
砂
山
和
之（
56
）

相
崎
清
輝（
57
）
・
友
田

啓（
58
）

白
石
知
子（
60
）
・
吉
原

勇（
62
）

理
事
会

11
／
19

於

新
潟
県
人
会
館

16
名

小
学
生
相
撲
全
国
大
会

12
／
３

於

両
国
国
技
館

本
田
会
長

応
援

・
黒
﨑
碧
琉
君
（
片
小
６
年
）

理
事
会

12
／
17

於

新
潟
県
人
会
館

16
名

役
員
・
顧
問
忘
年
会

12
／
17

於

吉
池
食
堂

18
名

東
京
片
貝
会
新
年
会

４
／
28

於

新
潟
県
人
会
館

会
員

60
名
、
来
賓

２
名

理
事
会

４
／
15

於

新
潟
県
人
会
館

16
名

戦
後
間
も
な
く
有
志
に
よ
っ
て

東
京
片
貝
会
が
発
足（
昭
和
12
年
）

し
そ
の
後
安
達
龍
作
氏
を
会
長
と

し
て
正
式
に
組
織
さ
れ
た
頃
（
昭

和
35
年
）
か
ら
故
郷
で
東
京
片
貝

会
を
担
当
し
て
頂
き
ま
し
た
新
し

い
小
千
谷
総
合
病
院
顧
問
の
友
田

明
石
さ
ん
の
紹
介
で
す
。
友
田
さ

ん
は
片
貝
町
農
協
に
勤
務
さ
れ
た

後
に
片
貝
町
農
協
組
合
長
か
ら
越

後
お
ぢ
や
農
協
組
合
長
を
勇
退
さ

れ
る
ま
で

約
50
年
余

に
わ
た
り

ご
支
援
頂

い
た
お
陰

で
東
京
片

貝
会
の
今
日
が
有
る
様
に
思
わ
れ

ま
す
。
友
田
さ
ん
は
激
し
い
農
政

改
革
を
推
進
さ
れ
な
が
ら
も
地
域

住
民
の
健
康
と
教
養
を
基
本
に
生

活
の
向
上
を
目
指
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
郷
土
の
産
物
の
販
路
を
都

会
に
求
め
て
定
期
的
に
開
催
さ
れ

る
小
千
谷
学
生
寮
（
杉
並
区
）
の

庭
で
の
販
売
、
そ
し
て
時
に
は
広

い
光
ケ
丘
団
地
の
公
園
で
の
お
ぢ

や
西
瓜
の
販
売
、
更
に
は
、
新
宿

の
デ
パ
ー
ト
の
フ
ロ
ア
に
農
産
物

と
共
に
四
尺
玉
の
原
寸
と
そ
の
写

真
、
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
に

悠
々
と
泳
ぐ
色
鮮
や
か
な
錦
鯉
や

迫
力
あ
る
闘
牛
の
パ
ネ
ル
を
展
示

し
ま
し
た
。
こ
の
時
は
終
日
黒
山

の
人
だ
か
り
で
大
変
な
盛
況
で
し

た
。
何
を
や
る
に
も
そ
の
時
々
に

出
来
る
事
を
精
一
杯
、
陣
頭
指
揮

さ
れ
る
姿
に
感
動
し
た
こ
と
を
今

で
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
友

田
さ
ん
と
共
に
東
京
片
貝
会
の
発

足
当
時
か
ら
ご
逝
去（
平
成
５
年
）

さ
れ
る
ま
で
ご
指
導
頂
い
た
当
時

の
煙
火
協
会
長
本
田
善
治
氏
も
本

会
の
歴
史
に
書
き
添
え
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

記

阿
部
修
次

◆
さ
ざ
な
み
会

徳
永
隆
浩（
52
）

関
東
在
住
で
小
回
り
が
利
く
の

で
小
中
学
校
の
頃
か
ら
人
気
者
だ

っ
た
山
賀
雅
春
君
が
ス
ジ
播
き
の

手
伝
い
で
帰
省
と
い
う
の
で
４
月

14
日
に
片
貝
で
プ
チ
同
級
会
を
開

き
ま
し
た
。
ち
ょ
く
ち
ょ
く
集
ま

っ
て
い
る
さ
ざ
な
み
会
で
す
が
、

こ
の
日
は
「
今
度
は
数
年
ぶ
り
に

関
東
で
も
集
ま
ろ
う
」
と
の
話
で

盛
り
上
が
り
、
次
は
７
月
７
日

（
土
）
に
東
京
で
開
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
地
元
か
ら
も
観
光
を

兼
ね
て
や
っ
て
来
て
も
ら
い
、
屋

形
船
に
乗
り
込
む
の
は
ど
う
だ
ろ

う
、
な
ど
楽
し
く
企
画
中
で
す
。



平
成
三
十
年
度
の
恒
例
新
年
会

は
、
１
月
28
日
（
日
）
に
３
年
連

続
で
御
徒
町
に
あ
る
東
京
新
潟
県

人
会
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

年
会
に
は
、
ご
来
賓
と
し
て
片
貝

煙
火
工
業
代
表
取
締
役
本
田
正
憲

様
と
片
貝
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
佐
藤
勇
介
様
を
含
む
総
勢
62
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

最
初
に
本
田
秀
幸
（
永
遠
会
）

会
長
か
ら
新
年
の
ご
挨
拶
を
行

い
、
続
き
ま
し
て
、
来
賓
の
本
田

正
憲
様
か
ら
、
「
今
年
は
新
潟
市

内
で
、
普
段
降
ら
な
い
所
に
60
セ

ン
チ
も
雪
が
降
り
ま
し
た
。
片
貝

町
は
、
90
セ
ン
チ
ほ
ど
で
す
。
地

元
の
人
達
は
い
た
っ
て
元
気
で
雪

国
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。」
と
の

お
話
を
賜
り
、
引
き
続
き
来
賓
の

佐
藤
勇
介
様
か
ら
、「
去
年
の
４
月

か
ら
、
片
貝
地
域
お
こ
し
で
、
様

々
な
文
化
や
行
事
に
参
加
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。
片
貝
に
入
っ
て

か
ら
も
う
そ
ろ
そ
ろ
１
年
経
ち
ま

す
。」
と
の
お
話
を
賜
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
伸
友
会
の
木
下
伸
様

の
乾
杯
の
ご
発
声
で
、
懇
親
が
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
新
年
会
の

〆
に
は
、
恒
例
の
『
木
遣
り
』
の

大
合
唱
で
片
貝
を
故
郷
と
す
る
老

若
男
女
が
輪
に
な
り
ま
し
た
。
こ

と
し
も
素
晴
ら
し
い
新
年
会
と
な

り
ま
し
た
。

来
年
は
１
月
27
日
（
日
曜
日
）

に
同
じ
東
京
新
潟
県
人
会
館
で
新

年
会
を
開
催
の
予
定
で
す
。

【
ご
来
賓
出
席
】
（
敬
称
略
）
本

田
正
憲
（
片
貝
煙
火
工
業
代
表
取

締
役
）
、
佐
藤
勇
介
（
片
貝
町
地

域
お
こ
し
協
力
隊
）

【
会
員
出
席
者
】
（
敬
称
絡
）

（
昭
和
17
～
30
卒
）

中
川
克
子
、
阿
部
修
次
、
神
林
勝

夫
、
佐
藤
安
治
、
浅
田
義
男
、
大

塚
順
一
、
中
村
恵
美
子
、
荒
木
ム

ツ
、
石
橋
行
夫
、
佐
藤
祐
一
、
松

岡
規
子
、
黒
﨑
勝
、
吉
原
宏
、
吉

原
武
夫
、
木
下
伸
、
鯉
島
昭
雄
、

小
宮
信
雄
、
松
本
キ
イ
、
宮
下
愛

子（
昭
和
31
～
39
卒
）

大
塚
國
夫
、
大
矢
佐
知
子
、
小
野

塚
清
、
黒
瀬
良
子
、
小
宮
善
興
、

芝
満
雄
、諸
我
時
夫
、
吉
井
信
三
、

安
達
弘
、
五
十
嵐
哲
郎
、
黒
崎
正

雄
、
小
宮
三
郎
、
芝
文
夫
、
高
波

国
男
、山
家
恵
美
子
、
工
藤
イ
ツ
、

木
村
隆
、広
沢
雅
子
、
鈴
木
映
子
、

本
田
秀
幸
、
松
井
京
子
、
浅
井
忠

明
、
小
野
塚
和
夫
、
芝
強
、
吉
田

邦
男
、
佐
藤
正
志

（
昭
和
40
卒
～
）

相
崎
俊
夫
、
太
刀
川
和
雄
、
安
達

徹
、
小
林
和
弘
、
安
達
亮
一
、
安

達
裕
子
、
藤
塚
弘
、
藤
塚
伸
雄
、

徳
永
雅
史
、
安
達
良
喜
、
堀
井
ひ

と
み
、
佐
藤
潤
、
吉
田
貴
裕
、
友

田
啓
、
白
石
知
子

【
東
京
片
貝
会
へ
の
ご
寄
付
】

左
記
の
方
々
か
ら
東
京
片
貝
会
へ

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
絡
）

（
平
成
29
・
11
・
１
～
30
・
３
・
31
）

中
川
克
子（
17
）
、
安
達
和
三
・
阿

部
修
次
・
佐
藤
安
治（
21
）
、
大
塚

順
一（
22
）
、
中
村
恵
美
子
・
長
岡

利
夫（
23
）
、
荒
木
ム
ツ
・
松
岡
規

子（
27
）
、
安
達
隆（
28
）
、
宮
下
愛

子
・
鯉
島
昭
雄
・
松
本
キ
イ（
29
）
、

芝
満
雄
・
黒
瀬
良
子
・
小
宮
善
興

・
大
塚
國
夫
・
大
矢
佐
知
子（
31
）
、

吉
井
信
三（
32
）
、
安
達
弘（
33
）
、

本
田
正
憲
・
芝
文
夫
・
五
十
嵐
哲

郎
・
小
宮
三
郎（
35
）
、
高
野
鈴
子

・
松
井
京
子
・
本
田
秀
幸（
37
）
、

芝

強
・
吉
田
邦
男（
38
）
、
佐
藤

正
志（
39
）
、
相
崎
俊
夫（
40
）
、
小

林
和
弘（
41
）
、内
藤
富
美
子
（
43
）、

安
達
良
喜
・
堀
井
ひ
と
み（
54
）
、

吉
田
貴
裕（
56
）

本
田
正
弘（
昭
28
年
卒
）

毎
年
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一

昨
年
暮
れ
か
ら
体
調
を
崩
し
て
し

ま
い
新
年
会
は
、
欠
席
と
さ
せ
て

も
ら
い
ま
す
。
夏
の
大
会
に
は
出

席
予
定
で
す
。
盛
会
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

後
藤
恵
美
子（
昭
31
年
卒
）

発
表
会
が
あ
っ
て
出
席
で
き
ず
残

念
で
す
。

山
川
裕
見
子（
昭
45
年
卒
）

「
東
京
片
貝
会
報
」
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
片
貝
の
絆

は
あ
つ
い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

還
暦
の
花
火
も
き
れ
い
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

石
川
春
子（
昭
26
卒
）

た
だ
今
病
院
に
入
院
中
で
自
分
で

は
行
け
そ
う
な
の
で
す
が
、
こ
の

た
び
は
我
慢
し
て
お
き
ま
す
。
会

が
盛
上
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

黒
崎
玲
子（
昭
32
年
卒
）

会
報
を
通
し
て
、
な
つ
か
し
い
知

人
の
情
報
等
、
嬉
し
く
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
い
方
々
の

御
活
躍
を
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。
益
々
の
御
発
展
を
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。

石
上
俊
夫（
昭
24
年
卒
）

小
千
谷
産
の
お
米
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
井
正
之（
昭
46
年
卒
）

東
京
片
貝
会
の
Ｈ
Ｐ
楽
し
み
に
拝

見
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
還
暦

花
火（
船
出
会
）
で
帰
省
し
ま
す
。

髙
野
昭
人（
昭
47
年
卒
）

な
か
な
か
参
加
で
き
な
く
、
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。

砂
山
和
之（
昭
56
年
卒
）

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
初
め
て
の
お
誘
い
の
も
関
わ

ら
ず
、
欠
席
で
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
次
回
は
ぜ
ひ
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

芋
川
ト
シ（
昭
５
卒
）

10
月
に
百
才
を
迎
え
身
体
的
に
は

大
変
元
気
に
し
て
お
り
ま
す
が
老

人
施
設
に
入
所
致
し
ま
し
た
。
長

い
間
の
ご
厚
情
に
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

栗
原
知
子（
昭
41
年
卒
）

い
つ
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
仕

事
の
た
め
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

安
達
信
吾（
昭
37
年
卒
）

「
あ
だ
ち
し
ん
ご
ち
ゃ
ん
」
の
ブ

ロ
グ
で
片
貝
弁
、
歴
史
マ
ッ
プ
を

載
せ
て
い
ま
す
。
皆
様
ご
覧
く
だ

さ
い
。
母
の
49
日
法
要
の
為
欠
席

し
ま
す
。

松
本
ア
イ（
昭
24
年
卒
）

平
和
な
１
年
で
有
り
ま
す
様
に
！

admin
長方形



母
校
を
励
ま
す
会
で
は
、
ふ
る

さ
と
を
想
い
、
母
校
の
児
童
、
生

徒
達
の
活
躍
を
願
う
皆
さ
ま
か
ら

の
温
か
い
ご
支
援
を
頂
き
、
小
・

中
学
校
へ
の
図
書
の
贈
呈
と
同
窓

生
に
よ
る
教
育
講
演
会
を
発
足
以

来
三
十
七
年
間
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協

力
の
た
ま
も
の
で
す
。

た
く
さ
ん
の
文
学
に
触
れ
、
語

彙
力
や
読
む
力
を
高
め
ら
れ
る
読

書
環
境
が
整
え
ら
れ
る
の
も
皆
さ

ま
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て
こ
そ
と

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
新
入
生

へ
は
、
六
年
生
が
図
書
室
の
本
を

読
み
聞
か
せ
し
て
く
れ
ま
す
。
楽

し
い
本
に
た
く
さ
ん
触
れ
て
、
一

年
生
は
図
書
室
が
大
好
き
に
な
り

ま
す
（
写
真
＝
小
学
校
図
書
担
当

教
諭
よ
り
）
。

毎
回
の
教
育
講
演
会
で
は
同
じ

学
び
舎
で
育
っ
た
い
ち
ば
ん
身
近

に
感
じ
る
先
輩
方
か
ら
講
話
を
聞

き
勇
気
を
も
ら
い
頑
張
ろ
う
と
い

う
力
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
（
中
学

校
生
徒
よ
り
）
。

こ
の
よ
う
に
片
貝
か
ら
は
喜
び

と
感
謝
の
気
持
ち
が
届
い
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
母
校
へ
の
温

か
い
励
ま
し
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
母
校
を
励
ま
す
会
基
金

ご
協
力
者
名
】

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
Ｈ
29
・
11
・
１
～
Ｈ
30
・
３
・
31
）

太
刀
川
三
郎
（
15
）
、
中
川
克
子

（
17
）
、
安
達
和
三
・
阿
部
修
次

・
佐
藤
安
治
・
神
林
勝
夫
（
21
）
、

友
田
善
智
・
大
塚
順
一
（
22
）
、

長
岡
利
夫
・
丸
山
恭
次
・
中
村
恵

美
子
（
23
）
、
石
橋
行
夫
・
大
橋

洋
子
・
藤
塚
文
顕
・
吉
原
靖
子
・

荒
木
ム
ツ
・
佐
藤
祐
一
・
松
岡
規

子
（
27
）
、
相
内
テ
ル
・
安
達

隆
・
吉
原

宏
・
吉
原
武
夫
・
黒

﨑

勝
（
28
）
、
野
崎
真
知
子
・

吉
井

均
・
宮
下
愛
子
・
松
本
キ

イ
（
29
）
、
安
達
弘
之
・
本
田
紘

一
郎
（
30
）
、
芝

満
雄
・
小
野

塚
清
・
小
宮
善
興
・
平
石
和
子
・

大
塚
國
夫
（
31
）
、
吉
井
信
三
・

諸
我
時
夫（
32
）
、安
達

弘
（
33
）、

高
波
国
男
・
五
十
嵐
哲
郎
・
工
藤

イ
ツ
・
小
宮
三
郎
（
35
）
、
木
村

隆
（
36
）
、
大
矢
と
ら
じ
・
佐

藤
篤
司
・
高
野
鈴
子
・
寺
町
明
美

・
吉
原
敏
明
・
松
井
京
子
・
本
田

秀
幸
・
鈴
木
映
子
（
37
）
、
芝

強
・
浅
井
忠
明
・
本
田
利
美
・
吉

田
邦
男
・
小
野
塚
和
夫

（
38
）
、

佐
藤
正
志
（
39
）
、
岸
井
久
美
子

・
太
刀
川
和
雄
・
相
崎
俊
夫（
40
）
、

阿
部

清
（
41
）
、
勝
又
一
司
・

高
坂
清
美
・
安
達
裕
子
・
安
達
亮

一（
42
）
、
内
藤
富
美
子
（
43
）
、

松
井
正
之（
46
）
、高
野
昭
人
（
47
）、

藤
塚
伸
雄（
48
）
、徳
永
雅
史
（
53
）、

安
達
良
喜
・
堀
井
ひ
と
み
（
54
）
、

砂
山
和
之
・
吉
田
貴
裕
（
56
）
、

相
崎
清
輝（
57
）
、木
曽

誠
（
62
）

安
達
亮
一

つ
ぐ
み
会
（
昭
和
42
年
小
卒
）

東
京
片
貝
会
は
来
年
六
十
周
年

と
の
こ
と
、
私
が
五
歳
の
時
か
ら

活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
初
代
会
長
安
達
龍
作
は
私
の

大
叔
父
で
、
そ
ん
な
縁
も
あ
り
、

理
事
を
続
け
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

二
十
三
回
卒
つ
ぐ
み
会
は
、
平

成
27
年
９
月
に
還
暦
花
火
を
奉
納

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
11
月
伊
香

保
、
29
年
５
月
湯
沢
、
30
年
５
月

湯
河
原
と
毎
年
一
泊
二
日
の
温
泉

旅
行
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
旅
行

で
は
旅
館
に
着
い
て
風
呂
に
入
っ

た
後
、
宴
会
ま
で
部
屋
飲
み
す
る

時
が
一
番
楽
し
い
時
間
で
す
。
旅

の
開
放
感
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に

会
う
同
級
生
と
の
話
し
も
は
ず

み
、
気
が
つ
け
ば
割
高
な
部
屋
の

冷
蔵
庫
が
か
ら
っ
ぽ
。
そ
の
後
の

呑
み
放
題
付
き
宴
会
で
は
、
飲
み

の
ペ
ー
ス
は
ダ
ウ
ン
で
割
が
悪
い

で
す
が
楽
し
い
時
間
で
す
。

つ
ぐ
み
会
の
首
都
圏
在
住
者
は

東
京
片
貝
会
に
な
ら
い
東
京
つ
ぐ

み
会
と
称
し
て
、
行
事
の
と
き
に

ま
と
ま
れ
る
よ
う
に
し
、
私
が
窓

口
に
な
っ
て
片
貝
の
役
員
と
連
絡

を
と
っ
て
い
ま
す
。

東
京
つ
ぐ
み
会
か
ら
東
京
片
貝

会
へ
の
出
席
者
は
残
念
な
が
ら
限

ら
れ
た
顔
ぶ
れ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
最
近
の
楽
し
み

の
ひ
と
つ
は
、
総
会
で
片
貝
か
ら

参
加
す
る
同
級
生
に
会
え
る
こ
と

で
す
。
市
長
代
理
の
松
井
周
之
輔

君
。
片
貝
町
協
議
会
の
小
宮
正
明

君
。商
工
振
興
会
の
黒
崎
哲
郎
君
。

『
東
京
つ
ぐ
み
会
の
衆
、
総
会
に

出
て
き
な
さ
ん
ね
か
の
、
周
ち
ゃ

ん
と
か
も
、
片
貝
か
ら
来
る
す
け

さ
』

36
回
教
育
講
演
会

開
催
（
内
定
）
の
ご
案
内

日
時

10
月
５
日
（
金
）
14
時
～

場
所

片
貝
中
学
校
体
育
館<

講
師

砂
山
和
之
氏

三
ノ
町
出
身

翼
進
会

略
歴

片
貝
小
・
中
学
校
（
昭
和

59
年
卒
）
、
長
岡
工
業
高
等
専
門

学
校
機
械
工
学
科
を
卒
業
後
、
平

成
元
年
日
立
造
船
技
術
研
究
所
に

入
社
し
造
船
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の

研
究
・
開
発
に
従
事
。
平
成
18
年

に
同
社
で
始
ま
っ
た
全
固
体
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
開
発
に
関
わ

り
平
成
29
年
か
ら
同
電
池
の
開
発

担
当
責
任
者
と
し
て
事
業
化
の
推

進
を
主
導
。

講
演
概
要

世
界
的
な
電
池
需
要
の
高
ま
り

を
背
景
に
開
発
の
最
先
端
を
走
る

日
立
造
船
の
全
固
体
電
池
技
術
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？

技
術

者
と
し
て
の
夢
は
？

思
い
も
よ
ら
な
い
広
い
場
面
で

使
わ
れ
役
立
つ
モ
ノ
を
作
る
仕
事

で
す
。
子
ど
も
達
の
将
来
へ
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
を

込
め
て
お
話
い
た
だ
く
予
定
で

す
。



平
成
30
年
記
念
行
事
の
同
級
生

（
中
学
校
卒
業
回
）

成
人

結
虹
会
（
第
66
回
）

ゆ
い
こ
う
か
い

33
歳

輝
翔
会
（
第
55
回
）

き
し
ょ
う
か
い

42
歳

翼
翔
会
（
第
45
回
）

よ
く
し
ょ
う
か
い

50
歳

翼
進
会
（
第
37
回
）

よ
く
し
ん
か
い

還
暦

船
出
会
（
第
27
回
）

ふ
な
で
か
い

安
藤
眞
理
子
様
（
昭
26
同
心
会
）

浅
田
美
智
夫
様
（
昭
31
陽
光
会
）

■
あ
と
が
き

今
回
号
か
ら
、小
林
和
弘
（
に
じ

会
）、
徳
永
隆
浩（
さ
ざ
な
み
会
）
、

安
達
良
喜（
友
心
会
）
、
相
崎
清
輝

（
一
心
会
）
が
編
集
を
担
当
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
硬
筆
で
学
長
賞

平
成
29
年
度
新
潟
県
硬
筆
書
き

初
め
大
会
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、

新
屋
敷
の
鈴
木
る
う
さ
ん（
小
５
）

が
同
学
年
最
高
と
な
る
新
潟
大
学

学
長
賞
を
受
賞
し
た
。
鈴
木
さ
ん

は
、
応
募
作
品
約
３
万
２
千
点
の

中
、
特
別
賞
と
し
て
は
５
年
連
続

５
度
目
、
そ
の
う
ち
学
年
ト
ッ
プ

は
４
度
目
の
受
賞
。

■
９
人
一
丸
で
全
国
ベ
ス
ト
16

第
15
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
２
／

25
か
ら
28
ま
で
群
馬
県
で
開
催
さ

れ
、
女
子
の
部
で
片
貝
ミ
ニ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
ベ
ス
ト
16
と

な
っ
た
。入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、

メ
ン
バ
ー
総
勢
九
人
と
い
う
小
さ

な
ク
ラ
ブ
が
、
全
国
舞
台
で
躍
動

し
た
。メ
ン
バ
ー
が
次
の
と
お
り
。

山
口
琴
花
（
二
之
町
）
、
吉
原
未

莉（
同
）
、藤
塚
桔
梗
（
一
之
町
）
、

須
田
愛（
同
）
、小
古
瀬
未
佳
（
同
）、

石
黒
恵
奈
（
池
津
）
、
佐
藤
苺
花

（
稲
葉
）
、山
賀
み
の
り
（
鴻
巣
）
、

樋
口
真
結
愛
（
小
栗
田
）

■
先
生
方
の
人
事
異
動

片
貝
小
学
校
の
楠
田
教
頭
先
生

が
ご
定
年
に
よ
り
退
職
さ
れ
た
。

ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
後
任
に
は
南
魚
沼
・
五
十
沢

中
か
ら
福
島
教
頭
先
生
が
新
た
に

赴
任
さ
れ
た
。

■
け
や
き
園
で
記
念
植
樹

４
／
９
、
平
成
26
年
の
第
65
回

全
国
植
樹
祭
で
天
皇
皇
后
両
陛
下

が
お
手
播
き
し
た
苗
木
の
記
念
植

樹
会
が
忍
字
亭
の
あ
る
「
片
貝
ふ

れ
あ
い
公
園
け
や
き
園
」
（
二
之

町
）
で
行
わ
れ
た
。
片
貝
緑
と
水

を
守
る
会
（
安
達
辰
夫
会
長
）
主

催
で
、
小
６
を
含
む
関
係
者
50
人

が
参
加
し
、
マ
ツ
な
ど
４
種
類
を

植
え
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長

を
祈
っ
た
。

■
片
貝
ク
ラ
ブ
が
優
勝

１
／
17
か
ら
１
／
19
ま
で
開
催

さ
れ
た
第
28
回
小
千
谷
市
イ
ン
ド

ア
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
14
チ
ー
ム
約

80
人
が
出
場
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
。
①
片
貝
ク
ラ
ブ
（
安
達

博
栄
、
浅
田
實
、
阿
部
慶
吉
、
小

宮
富
子
、黒
崎
綾
子
、
阿
部
尚
子
、

和
田
智
子
）
②
一
之
町
チ
ー
ム
③

山
桜
チ
ー
ム
。

■
新
入
会
員

平
成
30
年
３
月
１
日
、
第
71
回
卒

業
生
「
橙
心
会
」
の
同
窓
会
入
会

と
う
し
ん
か
い

式
が
行
わ
れ
た
。
小
１
の
時
に
名

付
け
た
「
オ
レ
ン
ジ
」
学
年
か
ら

橙
心
会
と
な
ず
け
た
と
の
こ
と
。

入
会
式
で
は
、
33
歳
厄
年
を
終
え

た
愛
星
会
の
本
多
優
さ
ん
か
ら
後

輩
た
ち
へ
温
か
な
エ
ー
ル
が
送
ら

れ
た
。

■
歯
止
め
か
か
ら
ぬ
少
子
化
傾
向

平
成
30
年
度
小
中
学
校
の
４
／

１
現
在
の
児
童
・
生
徒
数
が
発
表

さ
れ
た
。
（
○
数
字
は
学
年
）

▽
片
貝
小
＝
①
26
、②
24
、
③
33
、

④
23
、
⑤
31
、
⑥
36
、
特
17
、
計

１
９
０
、
前
年
比
２
減

▽
片
貝
中
＝
①
27
、②
35
、
③
41
、

特
４
、
計
１
０
７
、
前
年
比
５
減

■
空
手
道
大
会

第
53
回
空
手
道
須
坂
市
長
杯
大

会
が
４
／
８
開
催
さ
れ
、
光
武
会

（
本
部
・
茶
畑
）
所
属
の
黒
崎
健
一

選
手（
屋
敷
）
が
３
位
と
な
っ
た
。

■
中
学
校

相
田
教
頭
先
生

片
貝
中
学
校
平
成
29
年
度
後
半

の
様
子
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

冬
の
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
で
は
、

品
田
萌
衣
さ
ん
、
藤
塚
亜
子
さ
ん

が
揃
っ
て
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
女
子
は
、

中
越
地
区
新
人
大
会
を
勝
ち
上
が

り
、
県
新
人
大
会
出
場
を
果
た
し

ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
学
習
」
は
２
年
目

と
な
り
、
少
し
ず
つ
軌
道
に
乗
っ

て
き
ま
し
た
。
「
佐
藤
佐
平
治
」

の
生
き
方
に
学
び
、
片
貝
に
寄
せ

る
先
人
の
思
い
や
歴
史
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

第
71
回
卒
業
生
「
橙
心
会
」
が

卒
業
し
、
平
成
30
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
生
徒
は
、
学
習
や

部
活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

* * * * * * * * * * *

【
生
徒
の
活
躍
】

▽
第
48
回
中
越
親
善
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
・
３
位
▽
中
越
地
区

新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
５
位

▽
中
越
地
区
１
年
生
大
会
・
ブ
ロ

ッ
ク
優
勝
▽
中
越
地
区
新
人
卓
球

大
会
・
個
人
１
年
の
部
５
位
吉
井

政
登
、
吉
井
茉
里
奈
▽
第
41
回
新

潟
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

・
銀
賞
管
楽
打
楽
器
八
重
奏
、
銅

賞
管
楽
六
重
奏
▽
新
潟
県
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
・
ク
ラ
シ
カ
ル
２
位
、

フ
リ
ー
２
位
品
田
萌
衣
、
フ
リ
ー

８
位
藤
塚
亜
子
▽
全
国
中
学
生
ス

キ
ー
大
会
・
リ
レ
ー
３
位
品
田
萌

衣
▽
全
日
本
中
学
生
選
抜
ス
キ
ー

大
会
・
中
３
ク
ラ
シ
カ
ル
１
位
、

フ
リ
ー
４
位
品
田
萌
衣
▽
第
53
回

新
潟
県
中
越
教
育
美
術
展
・
金
賞

芝
琴
奈
▽
平
成
29
年
度
新
潟
県
書

き
初
め
大
会
・
金
賞
安
達
英
俊
、

鈴
木
ふ
う
、本
田
颯
、
横
山
叶
枝
、

芝
琴
奈
、
▽
英
語
検
定
・
満
点
賞

佐
藤
駿

■
小
学
校

福
島
教
頭
先
生

片
貝
小
学
校
平
成
29
年
度
後
半

の
様
子
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
も
み
の
木
集
会
】

11
月
24
日
、
児
童
会
の
も
み
の

木
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
年

生
が
各
委
員
会
で
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
ブ
ー
ス
を
作
り
、
５
年
生
が
縦

割
り
班
の
班
長
と
な
っ
て
全
校
児

童
を
引
き
連
れ
て
回
り
、
一
日
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

【
６
年
生
を
送
る
会
】

２
月
28
日
、
１
年
生
か
ら
５
年

生
が
、
お
世
話
に
な
っ
た
６
年
生

に
感
謝
を
伝
え
る
こ
の
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
１
年
生
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
渡
し
や
３
年
生
の
劇
等
あ
り
、

木
遣
天
舞
の
引
継
ぎ
な
ど
片
貝
小

の
伝
統
を
５
年
生
に
繋
げ
ま
し

た
。
今
年
は
30
名
が
卒
業
で
す
。

* * * * * * * * * * *

【
児
童
の
活
躍
】
（
ス
ポ
ー
ツ
大

会
は
１
位
の
み
）

▽
小
千
谷
市
学
童
相
撲
大
会
【
女

子
】
２
年
大
塚
煌
莉
、
３
年
藤
塚

ま
り
、
５
年
藤
塚
美
礼
【
男
子
】

５
年
淺
田
晃
誠
、
６
年
黒
﨑
碧
琉

▽
県
小
学
校
親
善
ス
キ
ー
大
会
小

千
谷
大
会
・
５
年
女
子
２
キ
ロ
ク

ラ
シ
カ
ル
１
位
藤
塚
美
礼
▽
市
民

ス
キ
ー
大
会
・
小
学
３
年
以
下
女

子
２
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
１
位
３
年

藤
塚
ま
り
▽
中
越
学
童
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
・
５
年
女

子
２
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
１
位
藤
塚

美
礼
▽
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー

選
手
権
大
会
（
北
海
道
名
寄
市
）

・
小
学
女
子
フ
リ
ー
２
・
５
キ
ロ

１
位
藤
塚
美
礼
、
小
学
女
子
ク
ラ

シ
カ
ル
２
・
５
キ
ロ
１
位
藤
塚
美

礼
▽
新
潟
県
硬
筆
書
き
初
め
大
会

・
新
潟
大
学
長
賞
５
年
鈴
木
る
う

▽
新
潟
県
毛
筆
書
き
初
め
大
会
・

特
選
５
年
鈴
木
る
う
、
特
選
１
年

山
賀
粋
、
準
特
選
４
年
阿
部
元
道

▽
中
越
教
育
美
術
展
・
特
選
５
年

松
井
乃
亜

■
ス
キ
ー
で
大
活
躍

二
之
町

の
藤
田
美
礼
さ
ん（
小
５
）
、
ま
り

さ
ん
（
小
３
）
姉
妹
が
活
躍
中
。

１
／
28
上
石
巌
記
念
第
32
回
ま

つ
だ
い
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
大
会
（
十
日
町
市
松
代
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
）
で
、
姉
妹
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
門
で
昨
年
に
続
き
連

覇
を
達
成
し
た
。
さ
ら
に
、
２
／

18
・
19
全
日
本
小
・
中
学
生
選
抜

ス
キ
ー
大
会
（
北
海
道
名
寄
市
）

で
は
美
礼
さ
ん
が
小
学
女
子
フ
リ

ー
２
・
５
キ
ロ
と
同
ク
ラ
シ
カ
ル

で
ダ
ブ
ル
優
勝
を
果
た
し
た
。
ま

た
、
中
学
３
年
女
子
５
キ
ロ
ク
ラ

シ
カ
ル
で
は
四
之
町
の
品
田
萌
衣

さ
ん
が
優
勝
す
る
な
ど
全
国
の
檜

舞
台
で
片
貝
勢
が
大
活
躍
し
た
。

admin
長方形
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